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本
市
の
物
価
高
対
策
と
し
て
、速
や
か
に
市
民
や
事
業
者
の
支

援
を
行
う
た
め
、昨
年
12
月
補
正
予
算
に
よ
り
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
発
行
、水
道
の
基
本
料
金
４
カ
月
無
償
化
、保
育
施
設
な

ど
や
地
域
公
共
交
通
事
業
者
への
支
援
な
ど
20
項
目
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
令
和
8
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
3
8
8
億
円
で
、前
年

度
比
2.3
％
減
と
な
り
ま
し
た
が
、令
和
７
年
度
当
初
予
算
の
特
殊

要
素
で
あ
る
ホ
テ
ル
開
業
に
伴
う
貸
付
金
を
除
く
と
、前
年
度
比

2.0
％
増（
７
億
5
千
万
円
増
）と
な
り
ま
す
。

　

市
税
収
入
は
個
人
市
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
の
増
に
よ
り

1
0
7
億
円
を
超
え
、7
年
連
続
で
過
去
最
大
を
更
新
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
健
全
財
政
の
保
持
を
念
頭
に
、

持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
当
たって
ま
い
り
ま
す
。

●
こ
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、普
及
啓
発
や
権
利
救
済
、意
見

表
明・参
加
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

●
4
月
、浜
益
に
小
中
一
貫
教
育
を
行
う
義
務
教
育
学
校
と
保
育

園
を
併
設
し
た
総
合
的
な
教
育・保
育
施
設
を
開
設
し
ま
す
。

●
は
ま
ま
す
保
育
園
を
小
規
模
保
育
事
業
所
に
移
行
し
、0
歳
児

保
育
を
開
始
す
る
な
ど
保
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●

児
童
福
祉
機
能
と
母
子
保
健
機
能
を
統
合
し
た
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、支
援
の
相
乗
効
果
を
高
め
ま
す
。

●

3
歳
未
満
の
未
就
園
児
を
対
象
と
す
る「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」は
、受
け
入
れ
る
認
定
こ
ど
も
園
を
拡
大
し
て
本
格
実
施

し
ま
す
。

●
厚
田・浜
益
で
こ
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、地
域
住
民
が

担
い
手
と
な
る
子
ど
も
の
居
場
所
を
整
備・運
営
し
ま
す
。

●
訪
問
看
護
の
自
己
負
担
を
新
た
に
無
償
化
し
、子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ら
を
対
象
に
、所
得
向
上
や
生
活
改
善

に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

●

校
舎・体
育
館
の
改
修
、中
学
校
や
公
民
館
の
冷
房
設
備
の
整

備
、不
登
校
児
童
生
徒
支
援
の
充
実
、小
学
校
給
食
費
を
無
償

と
す
る
こ
と
な
ど
を
進
め
ま
す
。

●
「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係
る
海
域

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、2
月
6
日
に「
北

海
道
石
狩
市
沖
に
お
け
る
協
議
会
」が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。本
市

も
参
画
し
、漁
業
と
の
共
存
や
再
エ
ネ
の
地
域
活
用
、産
業
振
興

な
ど
地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て
広
範
な
議
論
を
重
ね
ま
す
。

●

石
狩
市
沖
の
洋
上
風
力
発
電
事
業
は
長
期
で
多
岐
に
わ
た
り
、

地
元
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
期
待
さ
れ
ま

す
。参
入
に
向
け
、関
連
産
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
情
報
発
信
な

ど
を
支
援
し
ま
す
。

●
市
役
所
本
庁
舎
な
ど
周
辺
5
つ
の
公
共
施
設
に
、太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
て
自
家
消
費
し
、不
足
分
も
市
内
再
エ
ネ
を
活

用
す
る「
再
エ
ネ
の
地
産
地
活
」を
進
め
、各
施
設
が
利
用
す
る

電
力
分
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
し
ま
す
。

●
う
ち
3
施
設
間
に
自
営
線
と
蓄
電
池
を
整
備
し
、施
設
間
の
電

力
融
通
を
可
能
と
す
る
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

再
エ
ネ
の
有
効
活
用
と
停
電
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
強
靭
化

に
つ
な
げ
ま
す
。

●
再
エ
ネ
の
地
産
地
活
や
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

を
目
的
と
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
事
業
展
開
を
視

野
に
、石
狩
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
合
同
会
社
へ
参
画
し
て
お
り
、同

社
の
役
割
や
課
題
を
整
理
し
、地
産
地
活
の
高
度
化
に
向
け
た

検
討
を
進
め
ま
す
。

問

▲市政執行方針
　全文

　
こ
ど
も
の
権
利
の
保
障
、子
育
て
支
援
、ひ
と
り
親
家
庭
支

援
、教
育
施
策
を
充
実
さ
せ
、こ
ど
も
ま
ん
な
か
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　
地
域
の
脱
炭
素
化
を
実
現
し
、脱
炭
素
を
地
域
の
新
た
な

付
加
価
値
と
し
た
産
業
集
積
を
図
り
、活
力
あ
る
地
域
社
会

を
形
成
し
ま
す
。

は
じ
め
に

は
じ
め
に

こ
ど
も
ま
ん
な
か

ま
ち
づ
く
り

こ
ど
も
ま
ん
な
か

ま
ち
づ
く
り

11

脱
炭
素
で
拓
く

地
域
創
生

脱
炭
素
で
拓
く

地
域
創
生

ひ
ら
ひ
ら

22

　2/19開会の市議会定例会で、加藤市長が令和8年度の市政
運営の基本方針を示す「市政執行方針」について説明しました。

石狩市長

加藤龍幸 

き
ょ
う
じ
ん
か
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●
市
役
所
の
来
庁
者
が
申
請
書
類
を
記
載
す
る
際
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、必
要
な
仕
組
み
や
運
用

方
法
、庁
内
体
制
を
確
立
し
、各
種
証
明
書
の
発

行
や
届
け
出
な
ど
を
円
滑
に
行
え
る「
書
か
な
い

窓
口
」を
導
入
し
ま
す
。

●
行
政
機
関
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
複
数
の
シ
ス
テ

ム
で
利
用
可
能
に
す
る
情
報
連
携
基
盤
を
整
備

し
、支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ
必
要
な
情
報
が
届

く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
立
し
ま
す
。

●

市
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型
通
知
を
活
用
し
、対
象

者
に
案
内
・
給
付
情
報
を
個
別
に
お
知
ら
せ
し
、

申
請
の
手
間
軽
減
や
見
落
と
し
防
止
に
つ
な
げ

ま
す
。プ
ッ
シ
ュ
型
通
知
の
対
象
項
目
も
拡
大

し
ま
す
。

●

市
役
所
本
庁
舎
周
辺
の
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
に

つ
い
て
、新
た
な
市
民
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を
生

み
出
す
都
市
機
能
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
文

化
ホ
ー
ル
で
あ
り
、こ
れ
を
軸
に
検
討
を
進
め
ま

す
。適
切
な
事
業
規
模
、事
業
費・財
源
な
ど
を

検
討
し
、内
容
を
取
り
ま
と
め
、基
本
構
想
を
策

定
し
ま
す
。今
後
も
市
教
育
委
員
会
な
ど
と
連

携
し
、広
く
市
民
の
声
を
聴
く
と
と
も
に
、文
化

団
体
な
ど
関
係
者
と
の
議
論
を
深
め
ま
す
。

●
第
5
期
石
狩
市
総
合
計
画
の
期
間
が
最
終
年
度

と
な
る
た
め
、「
協
働
」の
理
念
を
念
頭
に
、市
民

と
の
対
話
を
通
じ
て
、第
6
期
石
狩
市
総
合
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

●
市
制
施
行
30
周
年
に
当
た
り
、記
念
事
業
の
実
施

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
を
通
じ
て
、市
政
の

さ
ら
な
る
発
展
と
未
来
へ
の
継
承
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
が
ん
患
者
の
社
会
生
活
と
治
療
の
両
立
を
支
援

し
、療
養
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、治
療

に
よ
る
外
見
変
化
に
対
応
す
る
補
整
具
な
ど
の

購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

市制施行30年の節目を迎え、
まちの持続性向上と
新しい石狩の未来を創る
第一歩とする「未来始動予算」

一般会計の予算額は
前年度比マイナス2.3％

　令和８年度予算は、こどもまんなかまち
づくり、脱炭素で拓く地域創生、自治体
DXによる行政サービス改革を主要施策の
柱としたほか、令和７年度補正予算との
一体化を図り、市民生活や地域経済を切れ
目なく下支えするために必要な予算を編
成しました。

　一般会計の予算額は388億円で、前年度
比2.3％の減となりました。なお、令和7年度
における市内への新たなホテル建設に伴う
貸付金を除いた比較では、前年度比2.0％の
増となります。また、特別会計や企業会計を
加えた総額では0.1％の増となりました。

特別会計：国民健康保険事業、国民健康保
険診療所、後期高齢者医療、介護保険事業、
介護サービス事業の５会計
企業会計：水道事業、下水道事業の２会計

※肉付後：令和5年5月に行われた市長・市議会
議員選挙後の補正予算（政策予算）を加えた
予算額

令和8年度

会計別の予算規模

一般会計予算規模の推移（当初予算）

当初予算の概要

詳細は市ＨＰ
「財政資料室（予算・決算）」で

ご覧いただけます。
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315
億円

350
億円

364
億円

388
億円

令和4 令和5
（肉付後）

令和6 令和7 令和8

（億円）

（年度）

397
億円

一般会計
388億円

令和
8年度

合計=590億円

特別会計※1

139億円

企業会計※2

63億円

一般会計
397億円

令和
7年度

合計=589億円

特別会計※1

134億円

企業会計※2

58億円

※１

※２

■財政課☎72・３154

※

問

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
と
業
務
の

効
率
化
を
同
時
に
進
め
、Ｄ
Ｘ
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
改
革
を
順
次
進
め
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
に

柔
軟
に
対
応
し
、次
世
代
へ
続
く
地
域
社
会
の

形
成
を
図
り
ま
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革

33

ま
ち
な
か
ふ
れ
あ
い

拠
点
づ
く
り

ま
ち
な
か
ふ
れ
あ
い

拠
点
づ
く
り

44

次
世
代
へ
続
く

地
域
社
会

次
世
代
へ
続
く

地
域
社
会

55

うちホテル建設
貸付金16.5億円
うちホテル建設
貸付金16.5億円

2026.43


